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幹事校 ⽴命館⼤学 

 
関⻄四⼤学「薬物に関する意識調査」報告書について 

 
拝啓 

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 平素は格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上
げます。 

さて、関⻄四⼤学（関⻄⼤学、関⻄学院⼤学、同志社⼤学、⽴命館⼤学）では、健康で充実し
たキャンパスライフを学⽣に保障するとともに、安⼼・安全な社会を実現することが⼤学の責務
と考え、2009 年 3 ⽉ 7 ⽇に薬物乱⽤防⽌に関する共同声明を発表しました。 

その具体策として、四⼤学は共同のアクションプランを企画し、「委員会の設置・開催」、「教
育・調査活動」、「広報活動」の 3 つを柱として、各⼤学で様々な取り組みを実施して参りまし
た。「関⻄四⼤学薬物乱⽤防⽌連絡会」の設置・開催をはじめ、学⽣参加のキャンペーンを⾏い、
さらに講演会も開催しました。こうした活動の⼀環として、毎年、四⼤学共同で新⼊⽣を対象と
して「薬物に関する意識調査」を実施し、昨今の学⽣が薬物についてどのような考えを持ってい
るかなどについてアンケート調査を⾏い、その結果をとりまとめています。 

このたび送付する報告書は、四⼤学の 2025 年度新⼊⽣ 27,895 名を対象に 2025 年 4 ⽉〜5 ⽉
の期間に実施した「薬物に関する意識調査」の集計結果です。今年度は 24,023 名（回答率 86.1%
の回答を収集いたしました。この調査結果から学⽣の薬物に対する意識と態度を明らかにし、更
なる薬物乱⽤防⽌策の企画⽴案に繋げるだけでなく、他の教育機関や⾏政機関の諸活動に寄与
し、社会に対して警鐘を鳴らすことができるのではないかと考えています。 

また、今年度も学⽣と共に取り組む啓発活動として、「啓発ポスター」を作成いたしました。
⽴命館⼤学の⽂化系公認団体「美術研究部」が学⽣⽬線で内容やデザインを考案・制作し、関⻄
四⼤学の本部のある京都府・⼤阪府・兵庫県の⾏政機関からも後援を頂き、各⼤学内や⾏政機関
等とも連携した広報を展開しています。 

今後も関⻄四⼤学は、この結果を基に薬物乱⽤防⽌策を企画・⽴案し、引き続き薬物に関する
教育・啓発活動を展開していく所存です。                       

敬具 
 
＜本件に関する問い合わせ先＞ 
■四⼤学全体の取り組みに関すること 

⽴命館⼤学広報課 電話 075 813 8300 
 
■各⼤学独⾃の取り組みに関すること 

 
 

以上 

⼤  学 関⻄⼤学広報課 関⻄学院広報部 同志社⼤学広報課 ⽴命館⼤学広報課 
電話番号 06-6368-0201 0798-54-6017 075-251-3120 075-813-8300 
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2025 年度 巻頭⾔ 

これまで、⼤学⽣の⼤⿇等不正薬物の所持・乱⽤による事件事故が相次いで発⽣し、薬物汚染が⼤
きな社会問題に発展しました。こうした状況の下で、 各⼤学における薬物に関する教育活動が喫緊の
課題となり、2009年3⽉7
充実したキャンパスライフを学⽣に保障するとともに、より広い視点に⽴ち、安全 安⼼の社会を実現
するための教育・研究、そして社会的な活動を⼤学の使命ととらえ、薬物乱⽤防⽌のための恒常的・
経常的かつ組織的な啓発活動を⾏い、広く社会に向けてその活動を展開していくことを宣⾔しました。 

その具体策として、共同のアクションプランを企画し、共同声明の発表以降、3つのアクション「委
員会の開催・設置」、「教育・調査活動」、「広報活動」を柱に各⼤学で様々な取り組みを実施してき
ました。「 」の設置・開催をはじめ、学⽣参加のキャンペーンを⾏い、
さらに講演会も開催してきました。 

こうした活動の1つとして、2009年10
し、同調査も今年度で17年⽬を迎えます。 

現在の⽇本における薬物乱⽤に関する社会情勢について、警察庁組織犯罪対策部発表の「令和6年に
おける組織犯罪の情勢（第4章：薬物・銃器情勢）」によると、薬物事犯の検挙⼈員は、近年横ばい
で推移し、令和4年に減少傾向がみられたところ、令和6年は1万3,462⼈（前年⽐＋132⼈)と前年より
僅かに増加し、⼤⿇事犯の検挙⼈員は、平成26年以降増加傾向が続いていたところ、令和6年は 6,078
⼈（前年⽐-404⼈）と過去最多の前年より減少したものの引き続き⾼⽔準となっています。また、29
歳以下の検挙者数が全体の73.7％を占め、また、20歳未満の検挙者数は1,128⼈となり、2019年（令和
元年）の609⼈から5年間で倍増しています。これらのデータから⾒ても、引き続き若年層への薬物
乱⽤防⽌の啓発活動が重要であることは明⽩です。 

⼤⿇販売の組織化・巧妙化が進み、例えばSNS上では絵⽂字や隠語を使って⼤⿇や⼤⿇成分⼊り薬
物や⾷品などを売買するWebサイトが現れるなど、販売ルートは多様化しており、⼤⿇や危険ドラッ
グ等を⼊⼿することが容易になっています。また、昨今では市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）が
問題になるなど、若年層の薬物乱⽤問題に関する動向について引き続き注視する必要があります。 

発しながらも学⽣の薬物に対する意識と態度等、若年層における薬物事情の変遷を明らかにし、さら
なる薬物乱⽤防⽌策の企画⽴案に役⽴てるだけでなく、社会に対して警錘を鳴らすことができるので
はないかと考えています。 

直後の新⼊⽣を対象にアンケート調査を実施しました。その結果、新⼊⽣が⼤学⼊学以前から薬物乱
⽤防⽌に関する教育を受け、さまざまな形で薬物についての情報に接している⼀⽅で、 引き続き、 ご
く少数であるが薬物に接触する危険性がこれまで同様に存在していることが明らかになりました。 

2009年10⽉から続くこの調査結果について、真摯に受けとめ、今後さらに慎重に検
討を加え、 引き続き薬物乱⽤防⽌のための教育活動を展開していきます。加えて、 他の教育機関や⾏
政機関の諸活動においても今回の調査結果が役⽴つことを願っています。 

2025年10⽉ 
   ⾼橋 智幸 

森 康俊 
  ⼩原 克博 
  仲⾕ 善雄 

2



3



4



5



6



32.8% 35.6% 12.0% 9.1% 10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

73.0%
86.5%

92.6%
81.9%

60.2%
20.2%

55.0%
56.5%

64.0%
3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

7



0.6%
6.0%

0.4%
0.8%
0.7%

72.5%
77.9%

72.1%
75.3%

68.1%
5.4%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

95.7% 2.3%
0.1%

0.2%
1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

8



93.8%

83.9%

79.7%

63.1%

86.9%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

95.9% 4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

9



67.5%

88.9%

88.3%

3.3%

1.6%

1.0%

5.9%

8.1%

16.2%

7.2%

6.4%

35.1%

1.3%

26.3%

20.3%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

SNS

10



29.0% 29.2% 41.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

52.9%

11.9%

10.4%

7.4%

10.4%

22.2%

12.1%

12.9%

28.3%

12.8%

11.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

11



91.3% 1.0%6.6%1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

72.0%
11.3%

41.5%
15.6%
18.3%

30.8%
8.6%

43.8%
14.5%

4.1%
1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

SNS

12



88.8% 11.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

93.8%
4.1%

0.5%
0.5%
1.0%
2.9%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

94.1% 0.5%
0.9%

0.2%
4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

13



89.4% 3.3% 7.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

6.5%

12.0%

51.3%

4.8%

1.3%

3.0%

3.3%

1.5%

5.4%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

14



69.8%
26.3%

23.2%
8.8%
10.7%

6.4%
1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

38.5%
13.6%

8.5%

12.1%
8.7%

53.4%
0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

15



63.2%

43.7%

16.4%

14.9%

18.7%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

16



80.2% 12.2% 5.8%1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

77.4%

14.8%

13.4%

18.3%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

SNS

SNS

17



71.2% 28.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

81.7% 18.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

18



20.9%

13.4%

73.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

19






